
南仏事件情報（５月分）

（１）テロ、反社会的活動、大規模デモ（邦人被害なし）

● ２人の若い過激派がニース空港で拘束（１日、アルプ・マリティム県）

１日、ニース空港で、宗教的に過激化したと認められる若い成人男性

１人と未成年者１人が、トルコに出発しようとしているところを拘束さ

れた。同日、同人らと関係している成人２人も、武装抗争の地トルコに

渡航しようとしているとして警察の捜索を受けた。緊急の出国制限措置

がなされ、パスポートは押収された。

● キャンピング・カーでジハードに出発（８日、オート・ガロンヌ県）

トゥールーズ及びポルテ・シュール・ガロンヌに住む２家族が、そ

れぞれキャンピング・カーを借りて陸路でシリアに入国した模様。家族

の構成員は、全国治安総局（ＤＧＳＩ）の監視下に置かれていた。車両

が予定どおり返却されなかったことから警察に通報され、両車両がシリ

アで目撃されたことが判明。

● ニーム出身の２０歳男性がイラクで殺害（１９日、ガール県）

昨年１１月、２人の仲間と共にニーム市を去った２０歳の男性が、

イラクのラマディ付近で死亡した。西側諸国の航空機による空爆の被害

だとされている。５月中旬には、同じくニーム出身者がシリアで死亡し

たことが伝えられた。ニーム市では、最近５０人以上がイラクやシリア

に向かい、１０人以上が現地で死亡していると言われている。

● 自爆テロ（２２日、トゥールーズ）

２２日、イラクのアンバール州で、軍基地にトラック２台が突っ込

み、数十人が死亡するテロが発生し、その１台を運転していたのがトゥ

ールーズ市出身の２５歳の男性だったことが、家族に伝えられた。死亡

した男性は、一時期は６０人以上のジハーディストを指揮する立場にあ

り、仏人ジハーディストの死を家族に連絡していたといわれている。ま

た、二度目の爆発を引き起こした男もトゥールーズから来たと見られる。

（２）殺人（邦人被害なし）

● 通学路での犯行（１９日、ＢＤＲ県）

１９日午前８時２０分、マルセイユ市８区において、５０歳の男性

が少なくとも４発の銃弾を受けて殺害された。男性は、角にあるパン屋

で菓子パンを買った直後だった。犯人は黒い服を着てヘルメットを被り、

共犯者がバイクで待っていた。殺害された男性は、コルシカの強盗団の



抗争に巻き込まれたものと考えられている。

（３）傷害（邦人被害なし）

● 自動小銃による白昼の一斉射撃（１６日、ＢＤＲ県）

１６日１８時前、マルセイユ市３区において、２８歳の男性が、白昼

堂々自動小銃による一斉射撃を受けた。重態で北病院に搬送された。現

場は、移民によるバーやスナックなどが並ぶ通りであり、中心街や観光

街にほど近い。犯人は２～３人で、スクーターと徒歩で現れ、発砲した。

目撃者は、「恐ろしい音がして、戦争が始まったかと思った。」と述べた。

被害者は、窃盗や暴行などの犯罪で警察に知られていた。被害者は１５

区に住んでおり、家族が経営するハマムのある３区を訪れていた。犯行

は、被害者の２人の子供と、３人目の子供を妊娠している妻の前で発生

した。

本年、ＢＤＲ県において、すでに１０件の殺人事件が発生している。

（４）その他特異事件等（邦人被害なし）

● 強盗が無力化（２３日、エロー県）

１９～２０歳の武装強盗がタバコ店を襲撃し、売上金を奪って車で

逃走しようとした。目撃者の１人が、自分の車で犯人の車をブロックし

た。犯人は強奪品を投げつけて逃走した。

２１日、モンペリエにおいても、１９歳のタバコ店強盗を目撃者が

無力化することに成功している。

● 清掃員が喉に銃をつきつけられ脅迫される（２３日、ＢＤＲ県）

昨今、清掃員への襲撃が倍増している。昨年１１月には、マルセイ

ユ市１区で、清掃車が少しの間道路を塞いだことで、待ちきれなかった

ドライバーがけん銃で清掃員を脅迫した。

２３日、マルセイユ８区で、道路清掃員２人がタバコ休憩を取って

いたところ、２人の男性が彼らにタバコを要求したがこれを拒否したと

ころ、喉に銃を突きつけられて脅迫された。

● 薬物防止のための新キットが試行（２８日、アルプ・マリティム県）

２８日夜、ニース市で、すばやく薬物チェックができる新たな検査

キットが警察により試行された。２０１３年中、薬物検査は、手続きの

煩雑さのために１４４，０００件しか実施できなかった（酒気帯び検査

は１，１００万件実施）。一方で薬物検査を受けたうち３３％以上に陽



性反応が出ている。アルプ・マリティム県部長は、「今年に入り１７人

が交通事故で死亡しており、４件が薬物の影響下によるものである。薬

物対策は最重要課題だ。」と述べた。この夜の検問で、薬物使用者６人

と飲酒運転者５人が検挙された。

※ ここに掲載した事件は新聞等の公開情報を基にまとめておりますが、掲載

した事件以外にも日々各種事件が発生していることを申し添えさせていただ

きます。


